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配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

計
画
づ
く
り
に 

参
加
し
ま
せ
ん
か 

地
域
福
祉
計
画 

特
別
遺
族
給
付
金 

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
に
よ
る 

広報たかはま H20.5.15

そ
の
他 

           　
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
よ

う
な
活
動
主
体
と
の
連
携
や
要
援
護

者
対
策
と
い
っ
た
課
題
を
考
え
る
場

と
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
ま
す
。 

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論

を
基
に
、
地
域
が
自
ら
の
力
で
福
祉

を
作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
「
地
域

の
福
祉
力
」
と
、
福
祉
専
門
職
の
地

域
へ
の
関
わ
り
と
い
っ
た
行
政
が
地

域
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
能
力
で

あ
る
「
福
祉
の
地
域
力
」
を
高
め
、

地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。 

対
象
　
市
内
在
住
の
方
で
、
地
域
福

祉
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
 

会
議
　
月
１
回
程
度
 

任
期
　
計
画
策
定
終
了
ま
で
 

募
集
人
員
　
１０
人
程
度
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
面
接
に
よ
り
決
定

し
ま
す
） 

申
込
方
法
　
5
月
３０
日
貊
ま
で
に
地

域
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
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石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害

に
よ
る
特
別
遺
族
給
付
金
、
石
綿
に

よ
る
疾
病
の
労
災
補
償
の
請
求
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
で
す
。 

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
 

　
　
平
成
２１
年
3
月
２７
日
ま
で
で
、

そ
れ
以
降
は
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金

と
し
て
支
給
さ
れ
る
特
別
遺
族
給

付
金
は
、
請
求
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な

り
ま
す
。 

特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対
象
 

　
　
平
成
１３
年
3
月
２６
日
ま
で
に
死

亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
に
限
ら
れ

ま
す
。
平
成
１３
年
3
月
２７
日
以
降

に
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
は
、

労
災
保
険
法
に
規
定
す
る
遺
族
補

償
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

死
亡
し
た
翌
日
か
ら
5
年
を
経
過

す
る
と
、
時
効
に
よ
り
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

労
災
保
険
法
に
よ
る
給
付
金
の
対
象

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
（
中
皮
腫
、

肺
が
ん
な
ど
）
に
か
か
り
、
現
在

療
養
中
の
労
働
者
の
方
は
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
療
養
補
償
給
付
・

休
業
補
償
給
付
の
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。 

そ
の
他
 

　
　
石
綿
ば
く
露
の
原
因
が
業
務
に

よ
る
も
の
か
、
業
務
以
外
の
原
因

に
よ
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
場

合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
の
請
求

と
救
済
給
付
の
申
請
を
同
時
に
行

う
こ
と
も
可
能
で
す
。 

問
合
せ
先
 

・
県
労
災
補
償
課
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・
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機

構
 

　
蕁
0
1
2
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県
議
会
に
お
い
て
、「
あ
い
ち
森

と
緑
づ
く
り
税
条
例
」
お
よ
び
「
あ

い
ち
森
と
緑
づ
く
り
基
金
条
例
」
が

可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
森
と
緑
づ
く
り
の
た

め
の
新
た
な
施
策
を
実
施
し
、「
山

か
ら
街
ま
で
緑
豊
か
な
愛
知
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。 

主
な
働
き
　
環
境
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
、
防
災
性
の
向
上
、
良
好

な
景
観
の
形
成
、
生
物
多
様
性
の

保
全
 

新
た
な
施
策
　
手
入
れ
不
足
の
森
林

の
再
生
、
里
山
林
の
保
全
・
活
用
、

都
市
の
緑
の
保
全
・
創
出
 

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
条
例
　
平

成
２１
年
度
か
ら
個
人
県
民
税
（
住

民
税
）
の
納
税
義
務
者
の
方
に
は
、

現
行
年
額
１
，
0
0
0
円
の
均
等

割
に
５００
円
を
、
法
人
県
民
税
の
納

税
義
務
者
の
方
に
は
、
現
行
均
等

割
の
5
％（
年
額
１
，0
0
0
円
〜

4
万
円
）
を
負
担
い
た
だ
き
、
森

と
緑
の
た
め
の
新
た
な
施
策
の
財

源
に
充
て
ま
す
。 

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
基
金
条
例
 

　
平
成
２０
年
度
よ
り
、
あ
い
ち
森
と

緑
づ
く
り
税
の
税
収
を
他
の
税
収

と
区
分
整
理
す
る
と
と
も
に
、
県

民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の
方
々
か
ら

の
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
基
金
」

を
設
け
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
県
総
務
部
税
務
課
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ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
な

ど
を
対
象
に
、
夕
食
を
お
届
け
す
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
内
の
飲
食
店

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　「
買
物
に
行
け
な
く
な
っ
た
」「
調

理
が
困
難
に
な
っ
た
」
な
ど
、
安
定

し
た
食
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
難

し
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

対
象
 

①
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
 

②
６５
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
世
帯
の

方
 

③
同
居
し
て
い
る
家
族
が
入
院
す
る

な
ど
の
事
情
で
、
一
時
的
に
①
や

②
の
状
態
に
な
る
方
 

申
請
方
法
　
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

　
　
後
日
、
市
の
職
員
が
訪
問
し
、

身
体
状
況
な
ど
を
お
た
ず
ね
し
ま

す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
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あ
い
ち 

森
と
緑
づ
く
り
税 


